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大阪労山「山の教室」

講座のரథに関して、事務所だけの座学、リঔートのみ、事務所とリঔートಡ用、実技の 4
ரథになりますのでごିਔください。受講၎ഄは事務局でଵ理されていますので、各会の中で
受講၎ഄの把握ಉが必要であれय下記アॻレスに೫ൟなくお申し付けください。
kyouikusoutai@osaka-rousan.com
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科目 種別 主講師 主担当 受講料 定員

4月9日 (水) 温室効果ガスによる気候変動と登山への影響 リモート 河野仁 高田和孝 ¥500 －

4月16日 (水) ハイキングレスキュー　入門編 座学 木村治朗 三宅康文 ¥500 15

4月20日 (日) ハイキングレスキュー　入門編 実技 木村治朗 三宅康文 ¥1,000 15

5月17日 (土) 地形図の読み方　入門編 座学 脇阪 西本良夫 ¥1,000 12

5月18日 (日) 地形図の読み方　入門編 実技 脇阪 西本良夫 ¥1,000 12

5月20日 (火) パーティー論リーダー論1（概論） リモート併用 中川和道 阪本 健之 ¥500 －

5月21日 (水) ハイキングレスキュー　リーダー編 座学 木村治朗 三宅康文 ¥1,000 10

5月25日 (日) ハイキングレスキュー　リーダー編 実技 木村治朗 三宅康文 ¥1,000 10

6月3日 (火) 遭難事例研究（無雪期）　入門編 リモート併用 中川和道 大見 則親 ¥500 －

6月11日 (水) 応急手当　入門編 座学 柳川憲一 木村治朗 ¥500 20

6月17日 (火) 夏山の気象 座学 山本賢治 高田和孝 ¥500 20

7月1日 (火) 遭難事例研究（無雪期）　実用編 リモート併用 中川和道 大見 則親 ¥500 20

9月30日 (火) ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗｲﾐﾝｸﾞのための制動確保 入門編 座学 中川和道 富永 公夫 ¥500 12

10月5日 (日) ｱﾙﾊﾟｲﾝｸﾗｲﾐﾝｸﾞのための制動確保 入門編 実技 中川和道 富永 公夫 ¥1,000 12

10月21日 (火) パーティー論リーダー論2（法律） リモート併用 中川和道 阪本 健之 ¥500 －

11月8日 (土) 地形図の読み方　スキルアップ編 座学 脇阪 西本良夫 ¥1,000 12

11月9日 (日) 地形図の読み方　スキルアップ編 実技 脇阪 西本良夫 ¥1,000 12

12月2日 (火) 遭難事例研究（積雪期）　入門編 リモート併用 中川和道 大見 則親 ¥500 －

12月16日 (火) 遭難事例研究（積雪期）　実用編 座学 中川和道 大見 則親 ¥500 20

1月14日 (水) 冬山の気象 リモート併用 高田和孝 山本賢治 ¥500 －

1月20日 (火) 山の病気予防 座学 中川和道 大見 則親 ¥500 20

日程
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 ঃشॸॕش૛জشॲش૛ ো୅編ڮ ౠ৾
日時：10/21（ౌ）19:30～21:00
場所：連盟事務所 Zoomಡ用
費用：500円
申込：https://ws.formzu.net/dist/S58182578/
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第 2部では、登山と法律の関係、とくに責任問題について紹介していきます。「引率登山では
責任は大きいが、自主登山では安全確保責任を問われた実例はない」と言われています（文献
1）。では、山岳会での事故とか、公開山行や登山学校での事故の場合にはどうなのでしょうか？
講師の体験をまじえながら、事故と責任について考えて行きます。初めての方は何の予習もな
くご参加いただいて OKです。会や連盟の執行部の方は、ぜひ以下の文献を読んできていただ
くと有難いです。文献 1～3が手に入らない方はご相談下さい。
[文献 1]「大阪労山ニュース」2016年 10月号 中川和道「大阪府連における登山者養成：大
阪の新たな挑戦 2016その 1」
[文献 2]「登山時報」2013年 1月号，大阪労山ニュース 2013年 1月号 2月号 3月号「溝手
氏講演会『登山と法律』の記録」
[文献 3]中川和道『その救助、法律的に無効』大阪労山ニュース 2020年 1月号 p25
[文献 4]溝手康史「登山の法律学」東京新聞出版局、2007年。
[文献 5]溝手康史「登山者ための法律入門」ヤマケイ新書、2018年。

 地形図の読み方（スキルアップ編）
日時：11/８（土）13:00～17:00（座学） 11/９(日)9:00～15:00（実技）
場所：11/８ （座学）連盟事務所 11/９（日）近郊の里山
費用：各講座 1,000円
申込：https://ws.formzu.net/dist/S31296011/
座学と実技をセットで受講ください。〔片方のみの受講はできません〕
入門編を受講後、さらに読図のスキルアップを目指している方向けの講座です。道標が無くて
も、踏み跡が消えていても、自分の現在位置を把握しながら正確にルート維持できるようにな
ることが目標です。今はＧＰＳを利用してスマホでも登山中の現在位置が分かるアプリがあり
ますが、地形図を読む力は予期せぬ事態に対処する上でも必須です。この講座では、周りの状
況も判断しながらルートを考え、地形図とコンパスを使ってルートを維持する力を磨きます。
座学は、土曜日の午後、途中休憩をはさみながら４時間ほどの予定です。次のような内容の学
習を考えています。
・自分がいる現在地を判断するための方法を、いろいろなパターンの場合で考える。
・目的地までのルートを、周りの状況も把握しながら地形図上で考える。
・ルートを間違いやすい（道迷いしやすい）地点を、地形図上で読み取る。
◇申込みの一応の締め切り 10月 23日（木）‥‥下記の通り、座学の予習課題があるため。
＊座学では、事前にいくつかの課題について予習をしていただきます。座学当日の学習がより
深まるようにするためです。予習ですので分からないところがあっても、何も気にする必要は
ありません。課題はメール添付または郵便でお送りします。
＊このスキルアップ編を受講できるのは、入門編（2016～2018年の単発講習会、2019年以
降の「山の教室」の読図入門編を含む）の座学・実技を受講された方、または、同レベルの読
図力をお持ちの方です。
＊入門編を受講された方を優先しますので、入門編を受講されていない方については、申し込
んでいただいても仮受理となります。人数が定員を超える場合には、申し訳ありませんが受講
できないことをご了解ください。
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